
サイクリング体験記録における外界に対する関心事の抽出 

西面 将樹†  平野 靖‡ 梶田 将司‡ 間瀬 健二‡ 

名古屋大学工学部電気・電子情報工学科†  名古屋大学情報連携基盤センター‡ 

 

 

１ はじめに 
 近年、計算機の小型化、記憶媒体の大容量化な

どを背景に、ウェアラブルコンピュータを用いて

ユーザの日常生活を常時記録していく「体験記

録」と呼ばれる研究が盛んに行われている

[1][2][3]。体験の記録にはカメラ，マイク，位

置センサ，生体センサなど多様なセンサが用いら

れる。しかし、長時間に及ぶセンサデータの記録

は、それだけでは膨大なログデータに過ぎず有効

に利用することはできない。そこで何らかの意味

で特異的な箇所を体験記録から自動的に抽出し、

閲覧しやすい形に加工する方法が必要となる。 
 本稿では、屋外の移動スポーツであるサイクリ

ングにおけるビデオを使った体験記録に対して、

ユーザが関心をもった対象物が写ったフレーム

画像の抽出方法を検討する。 

 

２ 背景 
欧米では、サイクリングはスポーツや趣味の道

具として広く定着している。この自転車文化が日

本には伝わらず、移動手段としてしか理解されて

いない[4]。この原因は、道路などの環境の違い

だけでなくサイクリングの楽しみが伝わりづら

かったことにもある。 

サイクリングの楽しみは遭遇する景色の中に

あるため、文字や音といった映像以外の手段で伝

えることが難しい。一方で、わざわざ止まって撮

影を行っていたのでは疾走感というサイクリン

グの楽しみが減少することになる。したがってユ

ーザの視点で映像を自動的に常時記録しておく

ことが望ましい。しかし、長時間に及ぶサイクリ

ングの映像を編集することや、編集に備えてサイ

クリング中にインデックスを付加することは困

難である。そこで、関心を持った対象物を映像記

録から自動抽出する方法が必要になると考えた。 

 

３ Cy-Mem System 
 サイクリング時には進行方向に注意しながら、 

 

 

 

 

関心を持ったものには顔を振って注視する。した

がって顔の振り角のデータを分析することによ

ってユーザが何かに興味を惹かれた時刻を取得

することが可能である。本稿では顔の振り角を取

得し、興味対象への注視時刻を抽出するシステム

を 提 案 し 、 こ れ を Cy-Mem(CyclingMemory) 

System と名付ける。 

 
3.1 ハードウェア構成 

ハードウェアの構成は図１のように磁気方位

センサ（日立金属 HM55B）とビデオカメラ、ノー

ト PC からなっている。センサとカメラはサング

ラスにつけ、データの記録のためのノート PC は

背負って使用する。 

 磁気方位センサは x軸と y軸の二軸の磁場セン

サから構成されている（図２）。センサ面（x-y

平面）が水平に、x 軸が正面を向くようにサング

ラスに取り付ける。大きさ H の地磁気に対してセ

ンサが検出する x 軸成分を xH 、y 軸成分を yH と

すると、顔が向いている方向の絶対方位角θは 

)/arctan( xy HH   

から求まる。しかし、センサ面が傾く（仰角φ）

とすると、検出される磁場の大きさは 

 φθ coscosHH x =  

θsinHH y =   
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        図１：ハードウェア 
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      図２：磁気方位センサ       
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となるため、φの値も )/arctan( xy HH の値に影

響を与える。特に手元（下方向）を見ると、仰角 

φの変化が xH の大きな変化として検出されるこ

とになる。このような状況は、 xH のみが大きく

変化している場合を検出すれば原理的には排除

できるはずである。次節ではこれらを考慮した注

視方向の検出方法を示す。 

 

3.2 興味対象物体の注視動作区間検出手順 

 ひとつの磁気方位センサからは自転車の進行

方向を正確に求めることは不可能であるが、セン

サが検出した方位角 )(tθ の極大値と極小値の差

から、顔の振り角と顔を振っている時間の推定が

できる。 

関心の強い対象ほど、対象の近くを通るときに

も注視を行うため振り角が大きくなり、対象物へ

顔を向ける時間が長くなる。この二つの傾向から、

関心物を見ているときは振り角の大きさ（後述）

を一定時間で積分したものが閾値を越えると考

えた。この段階では、交差点での左右確認や車に

対しての注視といった抽出対象以外も含まれて

しまうが、このような場合には注視への動作開始

から振幅のピークまでの時間が短いことを利用

して除去することが可能である。 

 

 処理の手順は以下に示す。 

① 磁気方位センサからの得られる方位角 )(tθ
に対して一様平滑化（窓サイズ 0.5s）を行

い )(tsmtθ を求める。 )(tθ は 0.1s 間隔でサ

ンプリングされている。 

 ② )(tsmtθ の極大値間と極小値間を、それぞれ順

に直線で結び、 )(max tθ と )(min tθ を得る。 

[振り角の大きさ] ≡  )(max tθ  - )(min tθ とす

る。 
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  の値が経験的に定めた閾値を連続して超え

る区間 ,...)2,1( =nIn　　 を注視動作区間候補

とする。 

 ④ ))()(/())()(( 22 tHtHtHtH xxxx ++−+ δδ
が一定の閾値を越えた t を含んだ区間 nI を注

視動作区間候補から除去する。 s1.02 =δ と

する。 

 ⑤ nI の両端でそれぞれ )(kS を求め、経験より

定めた閾値（③よりも低い閾値）より小さな 
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     図３：抽出結果    時刻→ 

左軸は方位角（１目盛り 10°）、右軸は抽出場所 

 

値が得られるまで、区間から離れる方向にｋ

を動かす。ｋが動いた区間は nI と一連の注視

動作とみなして注視動作区間 nI に含める。 

 ⑥ nI の時間幅のうち、経験的に定めた閾値より

小さいものを除去して、注視動作区間を決定

する。 
 

4 予備実験 
 郊外において 20 分の走行を行った。興味を

ひいた対象を走行直後に書き出しておき、システ

ムによって抽出されたフレームに含まれている

か評価をしたところ、再現率は 5/5、適合率は 5/12

となった。図３における青いラインは、ビデオの

映像より筆者が決定した注視動作区間を、赤いラ

インの true 値をとっている区間がシステムによ

って抽出された区間を示している。 
 

５ まとめ 
簡単なシステムによって興味点の抽出が可能

であることを示した。今後の課題として、ユーザ

や環境の変化に対応できるか検証すること、乗り

物による変化、興味の大小の検出などが挙げられ

る。 
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